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日
本
書
道
史
上
に
お
け
る
高
島
秋
帆
の
書
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は
じ
め
に

第
一
章　

高
島
秋
帆
の
人
と
書

第
二
章　
「
尺
璧
帖
」
所
収
の
高
島
秋
帆
書
状
─
書
風
と
時
代
背
景
─

第
三
章　

日
本
書
道
史
か
ら
見
た
高
島
秋
帆
の
位
置

　

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

大
東
文
化
大
学
が
所
在
す
る
、
東
京
都
板
橋
区
高
島
平
は
か
つ
て
徳
丸
原
と

も
呼
ば
れ
、
昭
和
四
七
年
一
月
に
初
め
て
の
団
地
入
居
が
あ
っ
て
以
来
、
平
成

二
八
年
で
四
四
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。「
高
島
平
」
の
地
名
の
発
祥
は

長
崎
の
有
力
な
町
年
寄
で
西
洋
砲
術
を
修
め
て
高
島
流
砲
術
を
創
始
し
た
砲
術

家
・
高
島
秋
帆
〈
一
七
九
八
─
一
八
六
六
〉
に
由
来
す
る
。

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
徳
丸
原
の
地
は
、
幕
末
の
内
憂
外
患
問
題
が
深
刻
化
す

る
な
か
、
老
中
・
松
平
定
信
が
文
武
奨
励
策
を
断
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
う

し
た
風
潮
を
う
け
て
幕
府
大
筒
方
な
ど
の
大
筒
稽
古
場
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ

れ
、
後
に
正
式
に
幕
府
の
稽
古
場
と
な
っ
た
。

　

吉
田
東
伍
著
『
増
補
大
日
本
地
名
辞
書
』（
第
六
巻
・
坂
東
）
の
武
蔵
（
東

京
）
北
豊
島
郡
「
徳
丸
」
の
項
に
、「
今
赤
塚
村
の
大
字
と
す
、
徳
丸
原
と
云

ふ
は
、
東
は
志
村
原
に
連
な
り
、
北
は
荒
川
に
至
る
。
徳
川
幕
府
の
比
に
、
旗

本
諸
家
火
砲
の
術
を
学
習
す
る
者
、
往
々
此
原
に
試
み
、
今
の
射
的
場
の
ご
と

し
、
当
時
東
西
十
三
町
、
南
北
八
町
と
称
し
た
り
。
原
中
に
姥
塚
雛
塚
な
ど
云

ふ
小
丘
あ
り
」
と
記
す
。

　

秋
帆
は
天
保
一
一
年
〈
一
八
四
〇
〉
ア
ヘ
ン
戦
争
の
勃
発
を
知
り
、
幕
府
に

洋
式
砲
術
の
採
用
を
建
議
し
、
翌
年
徳
丸
原
で
調
練
を
実
施
、
一
時
投
獄
さ
れ

蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
ペ
リ
ー
来
航
を
機
に
許
さ
れ
、
講
武
所
指
南
役
と
な

っ
た
こ
と
は
歴
史
上
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
秋
帆
が
書
道
史
上
に
注
目
す
べ
き
書
を
残
し
て
い
る
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
現
存
す
る
秋
帆
自
筆
の
遺
墨
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を
取
り
上
げ
、
書
道
史
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

第
一
章　

高
島
秋
帆
の
人
と
書

　

高
島
秋
帆
と
そ
の
関
連
事
項
に
つ
い
て
は
、
有
馬
成
甫
著
『
人
物
叢
書　

高

島
秋
帆
』（
日
本
歴
史
学
会
編
・
吉
川
弘
文
館
発
行
）、
北
島
正
元
著
『
人
物
叢

書　

水
野
忠
邦
』（
同
上
）
に
詳
し
い
。
こ
の
ほ
か
、
事
典
・
辞
典
の
類
（
注

１
）
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
秋

帆
の
伝
記
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

　

高
島
家
の
先
祖
は
近
江
国
高
島
郡
の
領
主
・
高
島
河
内
守
頼
春
よ
り
出
で
、

そ
の
庶
子
八
郎
兵
衛
が
天
正
二
年
に
長
崎
に
移
住
し
て
市
民
と
な
り
、
世
々
異

国
通
商
を
許
さ
れ
、
父
・
高
島
四
郎
兵
衛
茂
紀
は
長
崎
取
締
役
と
な
っ
た
。

　

秋
帆
は
寛
政
十
年
〈
一
七
九
八
〉
茂
紀
の
三
男
と
し
て
長
崎
に
生
ま
れ
る
。

江
戸
時
代
後
期
の
砲
術
家
、
洋
式
兵
学
者
。
諱
は
茂
敦
、
子
厚
。
通
称
は
四
郎

太
夫
、
秋
帆
は
号
で
あ
る
。
長
崎
町
年
寄
で
あ
り
、
出
島
砲
台
を
受
け
持
っ
た

父
の
後
を
受
け
、
長
崎
会
所
調
役
頭
取
を
つ
と
め
た
。
父
か
ら
荻
野
流
、
天
山

流
砲
術
を
学
ん
だ
秋
帆
は
、
の
ち
に
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
急
成
長
を
遂
げ

つ
つ
あ
る
西
洋
砲
術
を
修
得
し
、
こ
れ
ら
は
高
島
流
砲
術
と
呼
ば
れ
た
。
伝
存

す
る
『
高
島
流
砲
術
伝
書
』
は
オ
ラ
ン
ダ
の
砲
術
入
門
書
の
翻
訳
と
い
わ
れ
て

い
る
。
天
保
五
年
〈
一
八
三
四
〉
頃
に
は
高
島
流
砲
術
、
洋
式
銃
陣
を
教
授
す

る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
秋
帆
は
ア
ヘ
ン
戦
争
に
お
け
る
清
国
大
敗
の
情
報
に
衝
撃
を
う
け
、

西
欧
列
強
国
の
ア
ジ
ア
侵
略
を
防
御
す
る
に
は
洋
式
砲
術
を
採
用
す
べ
き
で
あ

る
と
幕
府
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
翌
年
、
幕
府
の
命
に
よ
り
江
戸
に
出

て
、
五
月
九
日
に
武
州
徳
丸
原
（
東
京
都
板
橋
区
）
に
お
い
て
わ
が
国
最
初
の

洋
式
砲
術
演
練
が
行
わ
れ
た
。
秋
帆
所
持
の
輸
入
砲
四
挺
の
実
射
と
歩
騎
兵
の

演
練
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
徳
丸
原
の
演
練
は
秋
帆
を
含
め
て
一
〇
〇
名
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
注

２
）。　

　

こ
の
演
練
は
た
ん
へ
ん
見
事
に
行
わ
れ
た
た
め
、
名
声
を
高
め
る
こ
と
と
な

り
、
幕
府
は
高
島
流
砲
術
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
前
掲
の
輸
入
砲
す
べ
て
を

買
い
上
げ
た
。
こ
れ
以
後
、
諸
藩
に
お
い
て
も
ひ
ろ
く
高
島
流
砲
術
に
注
目
が

集
ま
っ
た
。
時
の
幕
府
は
、
新
式
砲
術
の
威
力
、
有
用
性
を
認
め
な
が
ら
も
な

お
そ
れ
が
全
国
に
流
布
し
て
己
を
危
う
く
す
る
を
恐
れ
、
当
地
直
参
の
者
一
人

を
か
ぎ
っ
て
火
術
伝
来
の
秘
事
を
伝
授
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
こ
で
韮
山

（
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
）
に
在
っ
た
江
川
英
竜
（
太
郎
左
右
衛
門
・
担
庵
）
へ

は
伝
授
が
出
来
ず
、
幕
臣
・
下
曽
根
金
三
郎
へ
伝
授
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
至
り
、

水
野
越
前
守
忠
邦
は
長
崎
奉
行
を
経
て
、「
火
術
の
秘
事
は
下
曽
根
金
三
郎
へ

は
伝
授
せ
ず
御
代
官
江
川
太
郎
左
右
衛
門
へ
伝
授
せ
よ
」
と
指
令
し
た
が
、
す

で
に
下
曽
根
へ
の
伝
授
は
終
了
し
、
結
局
、
江
戸
に
お
い
て
は
下
曽
根
お
よ
び

江
川
の
二
人
に
免
許
が
伝
授
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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一
方
に
お
い
て
、
高
島
流
砲
術
の
隆
盛
は
、
幕
府
内
部
の
守
旧
派
の
忌
む
と

こ
ろ
と
な
り
、
当
時
町
奉
行
で
あ
っ
た
鳥
居
耀
蔵
（
甲
斐
守
忠
耀
）
が
長
崎
奉

行
伊
沢
政
義
と
連
繋
し
て
秋
帆
を
罪
に
お
と
し
い
れ
よ
う
と
し
た
。
た
め
に
天

保
一
三
年
〈
一
八
四
二
〉
十
月
に
秋
帆
父
子
は
逮
捕
さ
れ
て
江
戸
に
送
ら
れ
、

町
奉
行
鳥
居
の
取
調
べ
を
経
て
の
ち
、
評
定
所
で
再
吟
味
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
老
中
水
野
忠
邦
は
罷
免
、
鳥
居
は
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
。
秋
帆
は
弘
化

三
年
〈
一
八
四
六
〉
七
月
に
中
追
放
の
判
決
が
下
り
、
武
州
岡
部
藩
に
預
け
ら

れ
た
。

　

嘉
永
六
年
〈
一
八
五
三
〉
ペ
リ
ー
来
航
に
と
も
な
い
、
江
川
英
竜
の
進
言
に

よ
り
秋
帆
は
釈
放
さ
れ
、
通
称
を
喜
平
と
改
め
、
江
川
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て

鋳
砲
に
従
事
し
た
。
安
政
二
年
〈
一
八
五
三
〉
講
武
所
（
幕
府
が
旗
本
・
陪
臣

な
ど
に
武
芸
を
講
習
さ
せ
た
所
）
の
創
建
と
と
も
に
そ
の
教
授
方
頭
取
に
任
ぜ

ら
れ
、
さ
ら
に
講
武
所
砲
術
師
範
を
経
て
講
武
所
奉
行
支
配
と
な
り
、
幕
府
の

近
代
化
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
慶
応
二
年
〈
一
八
六
六
〉
正
月
一
四
日
、

病
没
。
享
年
六
九
歳
。

　

高
島
流
砲
術
の
普
及
と
伝
播
に
つ
い
て
は
、
江
戸
で
伝
授
を
受
け
た
江
川
・

下
曽
根
ら
の
第
二
世
代
の
門
弟
ら
に
よ
る
功
績
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。
ペ
リ
ー

来
航
後
の
安
政
元
年
頃
か
ら
高
島
流
や
西
洋
流
の
名
が
高
ま
っ
た
。
幕
府
は
そ

れ
ま
で
の
和
流
砲
術
を
止
め
、
オ
ラ
ン
ダ
式
大
砲
等
を
用
い
た
西
洋
式
砲
術
を

全
国
の
大
名
家
に
命
じ
た
が
、
そ
の
大
砲
鋳
造
の
核
心
部
分
を
担
っ
た
の
が
高

島
門
弟
の
砲
術
師
た
ち
と
見
ら
れ
、
江
川
門
弟
で
は
一
〇
〇
人
以
上
、
下
曽
根

門
弟
で
は
三
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
江
川
の
門
弟
、
松
代

藩
の
佐
久
間
象
山
に
勝
海
舟
が
学
び
、
下
曽
根
の
土
佐
藩
門
弟
徳
弘
に
坂
本
龍

馬
が
学
ん
で
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
（
注
３
）。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
人
物
叢
書　

高
島
秋
帆
』
や
『
高
島
平
蘭
学

事
始
』（
開
館
四
〇
周
年
記
念
特
別
展
カ
タ
ロ
グ
・
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
）

ほ
か
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
幕
末
と
い
う
日
本
の
近
代
へ
向
か
う
激
動
期
に
生
き
た
高
島
秋

帆
の
息
吹
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
書
画
の
遺
品
に
注
目
し
た
い
。

　

秋
帆
の
書
画
は
、
現
在
ま
で
に
二
〇
〇
点
以
上
の
現
存
が
知
ら
れ
る
が
、
そ

の
大
半
は
書
の
遺
品
で
占
め
ら
れ
、
絵
画
は
わ
ず
か
一
〇
点
程
度
と
目
さ
れ
て

い
る
（
注
４
）。
本
稿
で
は
、
書
道
史
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
書
そ
の
も
の
に
注

目
し
た
い
。

　

た
と
え
ば
、
中
国
・
日
本
の
書
の
遺
品
を
集
成
し
た
『
書
道
全
集
』（
全
二

八
巻
・
平
凡
社
）
で
は
秋
帆
の
書
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
日
本
の

書
』（
全
一
二
巻
・
中
央
公
論
社
）
の
第
一
二
巻
「
唐
様
」
に
も
同
様
に
そ
の

名
は
見
え
な
い
。
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
古
文
書
時
代
鑑
』
に
一
点
、
小

松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
に
三
点
（
う
ち
一
点
は
前
掲
『
古
文
書
時
代

鑑
』
と
重
複
）、『
皇
室
の
至
宝
12
御
物
・
書
跡
Ⅲ
』（
毎
日
新
聞
社
）
に
一
点

の
都
合
四
点
に
過
ぎ
な
い
。
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こ
れ
以
外
に
は
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
出
品
物
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
と
り
わ
け
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
秋
帆
関
係
の
展

覧
会
で
は
数
多
く
の
秋
帆
自
筆
の
書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
管
見

に
及
ぶ
範
囲
に
お
い
て
、
秋
帆
の
現
存
遺
品
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

書
の
形
態
・
書
体
・
装
丁
等
を
考
慮
に
入
れ
て
区
分
す
る
と
、

（
１
）
掛
幅
楷
書

（
２
）
掛
幅
行
書

（
３
）
掛
幅
画
賛

（
４
）
屏
風

（
５
）
扇
面

（
６
）
扁
額

　

と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
現
存
の
遺
品
お
よ
び
所
蔵
・
出
典
・
執
筆
年
齢
等
を
可

能
な
範
囲
で
示
し
て
お
く
。
名
称
は
各
書
籍
・
カ
タ
ロ
グ
の
表
示
を
用
い
る
よ

う
に
し
た
が
、
統
一
を
図
る
た
め
、
変
更
し
た
も
の
も
あ
る
。

（
１
）【
掛
幅
楷
書
】

１　

高
島
秋
帆
兵
学
訓　
（『
古
文
書
時
代
鑑
』・
小
松
茂
美
編
『
日
本
書

蹟
大
鑑
』
第
二
五
巻
所
収
）
～
六
九
歳

（
２
）【
掛
幅
行
書
】

２　

高
島
秋
帆
二
行
書　

松
月
院
蔵　
（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）
～

三
一
歳

３　

高
島
秋
帆
二
行
書
下
曽
根
金
三
郎
為
書　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵

（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）
～
四
四
歳

４　

高
島
秋
帆
「
唐
詩
選
」　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島
平
蘭
学

事
始
』
所
収
）
～
六
〇
歳

５　

高
島
秋
帆
三
行
書　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
〈
小
原
義
雄
氏
寄

贈
〉　
（『
高
島
平　
そ
の
自
然
・
歴
史
・
人
』〈
以
下
、『
高
島
平
』〉
所
収
）

～
六
二
歳

６　

高
島
秋
帆
二
行
書　

坂
井
正
大
氏
蔵
（『
高
島
平
』
所
収
）
～
六
三

歳７　

高
島
秋
帆
詩
書
三
行
書　

文
行
堂
（
文
行
堂
特
輯
二
号
所
収
）
～
六

三
歳

８　

高
島
秋
帆
二
行
書
「
見
義
不
為
無
勇
也
」　

江
川
家
蔵
（『
人
物
叢
書　

江
川
担
庵
』
所
収
）
～
六
四
歳

９　

高
島
秋
帆
一
行
書
（
久
松
家
旧
蔵
）　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵

（
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）
～
六
六
歳

10　

高
島
秋
帆
行
書
幅　

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
（『
皇
室
の
至
宝
12

御
物
・
書
跡
Ⅲ
』（
毎
日
新
聞
社
）
～
六
六
歳

11　

高
島
秋
帆
「
文
天
祥
正
気
歌
」（
節
録
）　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵

（『
高
島
平
』『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）
～
六
六
歳
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12　

高
島
秋
帆
「
文
天
祥
正
気
歌
」　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島

平
』『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）
～
六
七
歳

13　

高
島
秋
帆
東
坡
牘
節
録　

文
行
堂
（
新
興
古
書
大
即
売
展
略
目
〈
平

成
二
六
年
一
二
月
〉
所
収
）
～
六
七
歳

14　

高
島
秋
帆
五
言
律
詩　
（
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
二
五

巻
所
収
）

（
３
）【
掛
幅
画
賛
】

15　

慧
燈
上
人
寄
せ
書
き
（
高
島
秋
帆
・
浅
五
郎
ら
長
崎
人
寄
せ
書
き
）　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）
～
四
五
歳

16　

高
島
秋
帆
自
画
賛
砲
丸
形
茶
釜
図　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵（『
高

島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）
～
六
八
歳
頃

17　

高
島
秋
帆
先
生
水
墨
虎
図　

田
中
温
古
堂
蔵
（『
高
島
平
』
所
収
）

～
六
四
歳

18　

竹
の
子
図　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所

収
）
～
江
戸
時
代
後
期

（
４
）【
屏
風
】

19　

高
島
秋
帆
書
六
曲
屏
風　

坂
井
正
大
氏
蔵
（『
高
島
平
』
所
収
）
～

三
六
歳

20　

高
島
秋
帆
筆
詩
書
六
曲
屏
風　

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
蔵
（『
唐
様

の
書
』
所
収
）
～
六
一
歳
・
六
二
歳

21　

高
島
秋
帆
銀
六
曲
屏
風　

松
月
院
蔵
（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）

～
六
三
歳

22　

高
島
秋
帆
二
曲
屏
風
「
幽
雅
･
秋
声
」　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵

（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）

（
５
）【
扇
面
】

23　

高
島
秋
帆
扇
面
書　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島
平
』
所
収
）

～
六
二
歳

24　

高
島
秋
帆
扇
面
書　

坂
井
正
大
氏
蔵
（『
高
島
平
』
所
収
）
～
六
二

歳25　

高
島
秋
帆
「
文
天
祥
正
気
歌
」
扇
面
書　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵

（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）

26　

高
島
秋
帆
鉄
扇　

石
山
美
津
氏
蔵 （『
高
島
平
』
所
収
）

（
６
）【
扁
額
】

27　

高
島
秋
帆
扁
額
「
環
山
」　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島
平
蘭

学
事
始
』
所
収
）
～
四
四
歳

28　

高
島
秋
帆
額
「
静
和
」　

坂
井
正
大
氏
蔵
（『
高
島
平
』
所
収
）
～
六

〇
歳

29　

高
島
秋
帆
扁
額
「
鉄
蕉
茶
寮
」　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島

平
蘭
学
事
始
』
所
収
）
～
六
四
歳

30　

高
島
秋
帆
筆
「
縄
武
館
」
典
額　

江
川
家
蔵
（『
人
物
叢
書　

江
川
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担
庵
』
所
収
）
～
六
四
歳

31　

高
島
秋
帆
扁
額
「
静
遠
霞
城
」　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島

平
蘭
学
事
始
』
所
収
）
～
六
七
歳

32　

高
島
秋
帆
二
字
「
桃
源
」　

個
人
蔵
（
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大

鑑
』
第
二
五
巻
所
収
）

　

以
上
は
、
原
本
あ
る
い
は
図
版
等
を
通
じ
て
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
以
外
に
多
く
の
遺
品
が
散
在
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

掲
の
遺
品
だ
け
で
も
、
秋
帆
の
書
を
お
よ
そ
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
三
十
代
が
二
点
、
四
十
代
が
三
点
、
五
十
代
が
無
し
、
六

十
代
が
二
〇
点
、
不
明
が
七
点
、
と
な
る
。
六
十
代
に
集
中
し
て
い
る
の
が
目

立
つ
。
こ
れ
に
は
、
天
保
一
三
年
に
四
五
歳
で
秋
帆
父
子
が
逮
捕
さ
れ
、
そ
の

後
弘
化
三
年
四
九
歳
で
秋
帆
に
判
決
が
下
り
中
追
放
と
な
っ
て
蟄
居
を
命
ぜ
ら

れ
て
以
来
、
嘉
永
六
年
に
五
六
歳
で
釈
放
さ
れ
る
と
い
う
運
命
と
無
関
係
で
は

あ
る
ま
い
。
そ
の
後
、
江
川
英
竜
に
身
を
寄
せ
、
喜
平
と
改
名
し
、
安
政
三
年

に
五
十
九
歳
で
西
洋
砲
術
開
祖
と
し
て
賞
詞
を
受
け
、
十
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
、

そ
の
翌
同
三
年
に
六
十
歳
で
講
武
所
の
砲
術
師
範
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
七
人
扶
持

に
加
増
さ
れ
た
経
緯
な
ど
が
影
響
し
、
秋
帆
の
晩
年
に
安
泰
を
も
た
ら
し
た
こ

と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

秋
帆
の
書
を
見
る
と
、
掛
幅
・
屏
風
・
扇
面
・
扁
額
と
多
様
な
領
域
に
わ
た

っ
て
お
り
、
書
道
史
か
ら
見
て
も
江
戸
時
代
末
期
に
流
行
し
て
い
た
形
態
や
書

風
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
触
れ
る
こ
と
に

す
る
。

第
二
章　
「
尺
璧
帖
」
所
収
の
高
島
秋
帆
書
状
─
書
風
と
時
代
背
景
─

　

前
章
に
お
い
て
、
秋
帆
の
伝
記
と
書
の
遺
品
を
掲
げ
た
。
そ
の
中
に
書
状
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
書
状
は
作
品
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の

相
手
に
自
ら
の
用
件
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
書
道
史
上
に
お
け

る
書
状
は
、
平
安
初
期
の
空
海
筆
「
風
信
帖
」、
平
安
中
期
の
藤
原
佐
理
筆

「
離
洛
帖
」
ほ
か
、
書
と
し
て
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
書
風
を
示
す
だ
け
で
な
く
、

内
容
的
に
も
時
代
背
景
を
物
語
る
興
味
深
い
遺
品
が
多
い
。

　

本
章
で
取
り
上
げ
る
「
尺
璧
帖
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
・
列
品
番
号
Ｂ
─

二
三
九
〇
）
所
収
の
高
島
秋
帆
書
状
（
図
１
）
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
特
別
観

覧
に
よ
っ
て
原
本
を
熟
覧
す
る
機
会
を
得
た
。
形
態
は
帖
仕
立
て
に
な
る
も
の

で
、
現
在
六
帖
、
二
幅
（
池
大
雅
書
状
・
良
寛
書
状
）
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。

上
記
二
幅
は
本
来
、
六
帖
の
中
に
所
収
さ
れ
て
い
た
。

　
「
尺
璧
帖
」
六
帖
は
い
ず
れ
も
同
じ
規
格
・
装
丁
で
、
第
六
帖
の
寸
法
は
、

縦
二
七
・
二
、
横
一
九
・
六
、
厚
さ
五
・
五
セ
ン
チ
。
秋
帆
書
状
は
紙
本
墨
書
、

本
紙
寸
法
は
縦
一
六
・
〇
、
横
七
三
・
七
セ
ン
チ
。
後
半
部
分
（
横
五
八
・
七

セ
ン
チ
の
個
所
）
に
継
ぎ
目
が
あ
り
、
巻
紙
に
執
筆
し
た
も
の
と
わ
か
る
。

　

本
文
は
次
の
通
り
。
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【
釈
文
】

態
々
尊
筆
被
成
下
、
拝
見
仕
候
。

如
貴
諭
、
春
暖
相
催
候
処
、
益

御
万
福
御
勤
、
敬
欣
至
極
奉
存
候
。

乍
併
、
御
着
以
来
、
御
足
痛
之
趣
、                                               

委
細
被
仰
知
、
扨
々
御
気
毒
千
万
、

定
而
御
当
分
之
御
儀
ニ
は
可
有
之
候
得
ど
も
、

御
大
切
之
儀
ニ
而
、
御
加
養
専
一
之

事
と
奉
存
候
。
嘸
々
御
不
自
由
可
被
成

御
察
申
事
ニ
御
座
候
。
私
儀
も
不
計
、

世
界
の
風
ニ
被
吹
候
様
相
成
、
難
有

事
ニ
御
座
候
。
為
御
知
、
旁
呈
書
も
可
仕
、

相
含
候
処
、
何
分
寸
隙
更
無
之
、

彼
是
押
移
候
内
、
今
日
に
至
、
御
無
音

存
候
。
自
然
、
都
合
を
得
候
ハ
バ
、
御
見
舞
ニ
も

可
罷
出
、
且
御
平
癒
ニ
も
相
成
候
ハ
バ
、

御
尋
被
下
度
、
久
振
御
旧
話
も

申
度
候
。
御
尋
被
下
之
儀
、
暫
延
引
可
仕
、

思
召
を
以
、
態
々
遠
方
御
丁
寧
之

紙
上
、
何
と
も
痛
入
候
仕
合
、
何
卒
御
気
長
ニ

図１　高島秋帆書状〈「尺璧帖」所収〉（東京国立博物館蔵）
紙本墨書　本紙16.0×73.7㎝
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御
加
養
御
坐
候
様
奉
祈
候
。
足
痛
者

其
症
ニ
よ
り
、
余
程
長
引
候
も
の
ニ
候
。

何
卒
医
師
も
御
ゑ
ら
み
、
御
療
治

御
座
候
様
仕
度
候
。
追
々
、
御
尋
も
可
仕

候
得
ど
も
、
何
か
と
取
紛
、
従
是
も
御
無
音

可
仕
儀
と
存
じ
候
。
御
平
癒
之
上
は

何
卒
、
御
恵
臨
も
可
被
忝
候
バ
、
暮
々

御
加
養
相
祈
申
候
。
此
節
は
家
内
も

引
越
罷
在
、
悴
も
出
府
仕
居
申
候
。

家
内
よ
り
も
宜
敷
申
上
度
旨
、
申
出
候
。

何
事
も
御
委
敷
は
拝
眉
之
節
ニ

残
候
。
先
は
取
急
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

　
　
　

二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
島
喜
平

　
　
　

山
田
兵
馬
様

　

尚
以
、
只
今
取
紛
中
、
縷
々
申
上
候
事
も
不
能

　

失
敬
仕
候
。
乍
憚
、
御
保
蔭
御
座
候
様
、

　

深
御
礼
申
候
。
以
上
。

【
読
み
下
し
文
】
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態
々
（
わ
ざ
わ
ざ
）、
尊
筆
（
そ
ん
ぴ
つ
）
成
し
下
さ
れ
、
拝
見
仕
（
つ
か
ま

つ
）
り
候
。

貴
諭
（
き
ゆ
）
の
如
く
、
春
暖
相
催
し
候
処
（
と
こ
ろ
）、
益
（
ま
す
ま
す
）

御
万
福
、
御
勤
め
、
敬
欣
至
極
（
け
い
き
ん
し
ご
く
）
に
存
じ
奉
り
候
。

併
し
乍
ら
、
御
着
き
以
来
、
御
足
痛
の
趣
、

委
細
仰
せ
知
ら
さ
れ
、
扨
々
（
さ
て
さ
て
）
御
気
毒
千
万
、

定
め
て
御
当
分
の
御
儀
に
は
こ
れ
有
る
べ
く
候
え
ど
も
、

御
大
切
の
儀
に
て
、
御
加
養
専
一
の

事
と
存
じ
奉
り
候
。
嘸
々
（
さ
ぞ
さ
ぞ
）
御
不
自
由
に
成
ら
る
べ
き
と

御
察
し
申
す
事
に
御
座
候
。
私
儀
も
計
ら
ず
、

世
界
の
風
に
吹
か
れ
候
様
（
よ
う
）
に
相
成
り
、
有
難
き

事
に
御
座
候
。
御
知
ら
せ
の
為
、
旁
（
か
た
が
た
）
呈
書
も
仕
る
べ
く
、

相
含
み
候
処
、
何
分
の
寸
隙
（
す
ん
げ
き
）
更
に
こ
れ
無
く
、

彼
是
（
か
れ
こ
れ
）
押
し
移
り
候
内
（
う
ち
）、
今
日
に
至
り
、
御
無
音
（
ご

ぶ
い
ん
）
に

存
じ
候
。
自
然
、
都
合
を
得
候
は
ば
、
御
見
舞
に
も

罷
（
ま
か
）
り
出
ず
べ
く
、
且
つ
御
平
癒
に
も
相
成
り
候
は
ば
、

御
尋
ね
下
さ
れ
度
（
た
）
く
、
久
し
振
り
に
御
旧
話
も

申
し
た
く
候
。
御
尋
ね
下
さ
る
る
の
儀
、
暫
し
延
引
仕
る
べ
く
、

思
召
（
お
ぼ
し
め
し
）
を
以
て
、
態
々
、
遠
方
御
丁
寧
の

紙
上
、
何
と
も
痛
入
り
候
仕
合
（
し
あ
わ
せ
）、
何
卒
、
御
気
長
に

御
加
養
御
坐
候
様
に
祈
り
奉
り
候
。
足
痛
は

其
症
に
よ
り
、
余
程
長
引
き
候
も
の
に
候
。

何
卒
、
医
師
も
御
ゑ
ら
（
選
）
み
、
御
療
治

御
座
候
様
に
仕
り
た
く
候
。
追
々
、
御
尋
も
仕
る
べ
く

候
ら
え
ど
も
、
何
か
と
取
り
紛
れ
、
是
れ
よ
り
も
御
無
音

仕
る
べ
き
儀
と
存
じ
候
。
御
平
癒
の
上
は
、

何
卒
、
御
恵
臨
も
忝
（
か
た
じ
け
な
）
が
る
べ
く
候
は
ば
、
暮
々
（
く
れ
ぐ

れ
）
も

御
加
養
相
祈
り
申
し
候
。
此
の
節
は
家
内
も

引
越
し
罷
り
在
り
、
悴
（
せ
が
れ
）
も
出
府
仕
り
居
り
申
し
候
。

家
内
よ
り
も
宜
敷
（
よ
ろ
し
く
）
申
し
上
げ
た
き
旨
、
申
し
出
（
い
で
）
候
。

何
事
も
御
委
敷
（
く
わ
し
く
）
は
、
拝
眉
の
節
に

残
し
候
。
先
は
取
り
急
ぎ
、
此
（
か
く
）
の
如
く
に
御
座
候
。
頓
首
。

　
　
　

二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
島
喜
平

　
　
　

山
田
兵
馬
様

尚
（
な
お
）
以
て
、
只
今
取
り
紛
れ
中
、
縷
々
（
る
る
）
と
申
し
上
げ
候
事

も
能
（
あ
た
）
わ
ず
、

　

失
敬
仕
り
候
。
憚
（
は
ば
か
）
り
乍
（
な
が
）
ら
、
御
保
蔭
御
座
候
様
、
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深
く
御
礼
申
し
候
。
以
上
。

　

右
の
一
通
は
、
本
文
三
一
行
で
や
や
長
文
の
書
面
で
あ
る
。
終
わ
り
に
「
二

月
十
七
日
」
の
日
付
に
「
高
島
喜
平
」
の
署
名
を
加
え
、「
山
田
兵
馬
」
に
宛

て
て
い
る
。
宛
所
の
後
に
、
三
行
の
追
伸
を
付
記
す
る
。

　

本
文
の
書
を
見
る
と
、
漢
字
と
仮
名
を
交
え
て
い
る
が
、
書
風
は
闊
達
に
し

て
流
麗
で
あ
り
、
書
の
線
質
は
伸
び
や
か
で
文
字
の
大
小
の
変
化
や
墨
継
ぎ
に

も
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
見
て
も
、
冒
頭
か
ら
末
尾
ま
で
一
貫
性

が
あ
っ
て
、
筆
路
明
確
で
あ
る
。
前
章
で
取
り
上
げ
た
漢
字
作
品
を
中
心
と
し

た
作
例
と
は
異
な
る
書
の
世
界
で
あ
り
、
格
調
が
高
い
。

　

本
書
状
の
特
徴
は
、
視
覚
的
に
読
み
や
す
い
書
式
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に

気
付
く
。
そ
れ
は
一
行
置
き
に
濃
淡
・
太
細
の
変
化
を
つ
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
但
し
、一
個
所
注
意
し
た
い
部
分
が
あ
る
。
七
行
目
「
御
大
切
之
儀
云
々
」

の
次
は
、
九
行
目
の
「
御
察
申
事
云
々
」
の
行
を
濃
く
太
く
書
く
べ
き
と
こ
ろ
、

そ
こ
は
前
行
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
淡
く
細
く
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
例
外
的
に
、

七
行
目
の
次
は
九
行
目
で
な
く
、
二
行
置
い
て
十
行
目
に
飛
び
、「
世
界
の
風

ニ
被
吹
候
様
云
々
」
へ
と
移
行
し
て
墨
を
継
い
で
い
る
。
お
そ
ら
く
、
秋
帆
は
、

本
状
の
中
で
、「
世
界
の
風
云
々
」
を
も
っ
と
も
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

　

文
面
を
辿
る
と
、
秋
帆
に
と
っ
て
宛
所
の
人
物
が
極
め
て
親
し
い
間
柄
に
あ

り
、
勤
め
を
果
た
し
て
帰
還
の
報
告
を
受
け
た
秋
帆
が
、
足
痛
を
煩
う
相
手
に

厚
い
労
い
の
言
葉
を
も
っ
て
返
し
て
い
る
。「
山
田
兵
馬
」
な
る
人
物
は
い
っ

た
い
誰
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
日
付
と
宛
所
の
頭
の
高
さ
を
比
較
す
る
と
、

同
じ
高
さ
で
あ
る
。
書
式
か
ら
見
て
、
秋
帆
と
は
ほ
ぼ
同
格
に
近
い
人
物
と
判

ぜ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
手
が
か
り
と
し
て
、
書
状
の
巻
頭
部
分
の
紙
背
を
透
視
す
る
と
、
朱

筆
で
次
の
よ
う
な
、
三
行
の
書
き
付
け
（
筆
者
不
明
）
が
見
出
さ
れ
た
。

　
　

長
崎
高
嶋
四
郎
太
夫
之
筆

　
　

水
野
様
御
内
山
田
丘
馬
様
よ
り

　
　

被
下
候
文
通
一

　

と
判
読
で
き
る
。
水
野
様
と
は
、
遠
州
浜
松
藩
主
、
老
中
、
水
野
忠
邦
〈
一

七
九
四
─
一
八
五
一
〉
と
思
わ
れ
る
。「
丘
馬
」
は
「
兵
馬
」
の
誤
り
か
。
忠

邦
が
ア
ヘ
ン
戦
争
で
の
清
国
の
全
面
的
な
敗
北
を
知
っ
て
大
き
な
危
機
感
に
直

面
し
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
推
進
し
よ
う
と
し
た
江
戸
湾
防
備
計
画
が
幕
府
内

部
の
守
旧
派
に
阻
ま
れ
て
苦
慮
す
る
な
か
、
幕
府
の
軍
備
の
刷
新
を
は
か
る
た

め
、
当
時
第
一
流
の
西
洋
砲
術
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
秋
帆
に
白
羽
の
矢
が
立

っ
た
。
忠
邦
は
幕
閣
に
は
か
っ
て
天
保
一
二
年
三
月
に
秋
帆
を
諸
組
与
力
格
に

取
り
立
て
、
つ
い
で
上
府
を
命
じ
て
用
人
秋
元
宰
助
や
代
官
江
川
英
竜
を
入
門

さ
せ
た
。
そ
し
て
五
月
九
日
に
前
述
し
た
徳
丸
原
に
お
け
る
演
練
が
実
施
さ
れ
、

こ
れ
も
忠
邦
が
幕
閣
を
説
得
し
て
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
他
方
、
忠
邦
は
文
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化
文
政
以
来
の
積
弊
を
改
め
、
奢
侈
淫
靡
の
風
を
一
掃
せ
ん
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
天
保
の
改
革
を
断
行
し
た
が
、
大
名
・
旗
本
・
農
民
・
町
民
な
ど
幅
広
い
階

層
に
信
任
が
得
ら
れ
ず
、
二
年
余
り
で
免
職
と
な
る
。
そ
の
後
も
再
度
老
中
と

な
っ
た
が
、
往
年
の
権
勢
は
失
せ
、
弘
化
二
年
に
再
辞
職
、
在
職
中
に
鳥
居
耀

蔵
（
忠
耀
）
ら
の
疑
獄
あ
り
と
の
嫌
疑
を
受
け
た
こ
と
を
咎
め
ら
れ
、
二
万
石

を
没
収
、
隠
居
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
家
督
を
譲
ら
れ
た
世
子
・
忠
精
は
、
こ

の
年
一
一
月
に
羽
州
山
形
に
転
封
、
五
万
石
を
与
え
ら
れ
た
。
嘉
永
四
年
〈
一

八
五
一
〉
二
月
一
六
日
幕
府
は
忠
邦
の
重
病
な
る
を
聞
き
つ
け
、
そ
の
譴
を
解

い
た
。
同
日
、
江
戸
藩
邸
に
お
い
て
五
八
歳
で
没
し
た
。

　

忠
邦
が
幕
府
の
海
防
体
制
の
強
化
な
ら
び
に
軍
事
改
革
と
併
せ
て
浜
松
藩
の

軍
事
改
革
を
老
中
辞
職
後
も
続
行
し
、
老
中
を
再
辞
職
し
た
弘
化
二
年
三
月
を

も
っ
て
一
応
の
完
成
を
見
た
と
さ
れ
る
。
藩
の
軍
法
を
一
定
に
編
成
す
る
た
め

に
従
来
の
諸
流
を
止
め
て
長
沼
流
兵
学
を
採
用
し
た
。
同
流
佐
枝
派
に
属
す
る

清
水
俊
蔵
（
赤
城
）
は
西
洋
砲
術
を
取
り
入
れ
た
兵
学
者
で
、
そ
の
門
下
に
三

州
田
原
藩
士
・
村
上
範
致
（
の
り
む
ね
）
や
諸
藩
の
軍
制
改
革
を
指
導
し
た
小

野
寺
慵
齋
（
よ
う
さ
い
）
ら
が
い
る
。
村
上
は
秋
帆
の
徳
丸
原
の
演
練
に
も
参

加
し
て
い
る
。
慵
齋
は
師
の
赤
城
と
同
じ
く
西
洋
砲
術
を
評
価
し
、
高
島
流
砲

術
を
長
沼
流
に
組
み
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
自
ら
当
時
藩

で
高
島
流
兵
学
を
教
え
て
い
た
山
田
兵
馬
に
入
門
し
て
同
流
を
修
得
し
よ
う
と

し
た
が
、
高
島
流
砲
術
の
信
奉
者
に
嫌
わ
れ
、
兵
馬
は
入
門
を
許
可
し
た
も
の

の
、
秘
伝
を
教
え
な
か
っ
た
た
め
、
慵
齋
と
不
仲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
慵
齋
の
本
心
は
、
重
臣
ら
の
心
構
え
が
兵
学
を
個
人
の
修
養
の

み
を
目
的
と
し
、
国
防
的
気
慨
の
欠
如
す
る
点
に
不
満
が
あ
っ
た
。
そ
の
解
決

に
向
け
て
忠
邦
が
慵
齋
に
期
待
を
寄
せ
た
と
さ
れ
る
（
注
５
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
山
田
兵
馬
は
浜
松
藩
に
お
け
る
水
野
忠
邦
の
配
下
に
あ
り
、

高
島
流
兵
学
を
教
え
て
い
た
人
物
と
判
明
し
た
。
当
然
な
が
ら
、
秋
帆
と
は
深

い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
本
書
状
は
い
つ
の
頃
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

次
の
文
面
の
記
載
か
ら
推
察
が
可
能
で
あ
る
。

（
１
）
私
儀
も
計
ら
ず
、
世
界
の
風
に
吹
か
れ
候
様
に
相
成
り
、
有
難
き

事
に
御
座
候

（
２
）
此
の
節
は
家
内
も
引
越
し
罷
り
在
り

（
３
）
悴
も
出
府
仕
り
居
り
申
し
候

　

ま
ず
、（
１
）
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
秋
帆
が
嘉
永
六
年
〈
一
八
五
三
〉

八
月
六
日
に
釈
放
後
に
江
川
英
竜
邸
に
落
ち
着
い
て
程
な
く
、
同
一
五
日
付
け

で
海
防
掛
御
用
取
扱
と
し
て
御
代
官
江
川
英
竜
手
附
に
召
し
抱
え
る
と
い
う
辞

令
を
受
け
た
。
同
二
八
日
に
は
大
砲
鋳
造
方
御
用
掛
を
申
し
渡
さ
れ
た
。
こ
れ

は
幕
府
が
英
竜
の
進
言
に
従
い
、
品
川
台
場
を
築
き
、
か
つ
相
州
海
岸
・
猿
島
、

お
よ
び
下
田
（
伊
豆
）、
摂
海
（
大
阪
湾
）
に
砲
台
を
新
築
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
手
始
め
に
英
竜
が
品
川
台
場
構
築
の
命
を
受
け
て
着
手
し
、
安
政
二
年
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〈
一
八
五
五
〉
五
月
に
完
成
し
た
。
英
竜
は
こ
の
間
一
月
一
六
日
に
急
逝
し
、

そ
の
完
成
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、
秋
帆
は
そ
の
嗣
江
川
保
之
丞

（
英
竜
の
三
男
・
英
敏
）
の
補
佐
役
と
な
り
任
務
の
達
成
へ
と
導
い
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
幕
府
よ
り
保
之
丞
お
よ
び
秋
帆
に
賞
詞
が
贈
ら
れ
た
。

　

同
三
年
四
月
二
五
日
に
は
、
築
地
講
武
所
の
開
所
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
同
年

一
一
月
二
五
日
に
は
秋
帆
は
西
洋
砲
術
の
開
祖
と
し
て
賞
詞
を
受
け
た
。
こ
の

頃
か
ら
「
火
技
之
中
興
洋
兵
之
開
基
」
の
印
を
所
用
す
る
（
注
６
）。
万
延
元

年
〈
一
八
六
〇
〉
神
田
小
川
町
に
新
た
に
講
武
所
が
竣
工
し
、
二
月
三
日
に
開

所
式
が
あ
っ
た
。「
世
界
の
風
云
々
」
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
開
国
や
国
防
に

対
し
、
世
界
に
対
向
す
る
幕
府
の
方
針
が
、
秋
帆
の
身
辺
に
も
波
及
し
て
き
た

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
か
。

　

そ
し
て
、（
２
）
の
引
越
し
の
件
は
、
こ
の
後
、
居
宅
を
小
石
川
小
十
人
町

に
移
し
、
同
所
か
ら
小
川
町
の
講
武
所
に
通
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
と
の
関
わ

り
が
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
（
３
）「
悴
も
出
府
」
と
あ
る
の
は
、
子
息
・
浅
五
郎
（
茂
武
）
の

こ
と
で
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
長
崎
町
年
寄
に
在
っ
た
際
、
事
件
に
連
座

し
て
父
秋
帆
と
と
も
に
江
戸
に
送
ら
れ
、
五
十
日
の
押
込
の
刑
に
服
し
た
が
、

再
び
長
崎
に
帰
郷
し
、
高
島
流
砲
術
師
範
を
し
た
。
そ
の
後
、
秋
帆
が
釈
放
さ

れ
て
講
武
所
師
範
と
な
る
が
、
彼
も
講
武
所
砲
術
教
授
方
と
な
っ
た
が
、
こ
れ

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
浅
五
郎
は
文
久
三
年
〈
一
八
六
三
〉
三
月
に
、

将
軍
家
茂
の
上
京
に
随
行
護
衛
を
下
命
さ
れ
た
が
、
任
務
中
に
京
都
で
病
没
、

四
四
歳
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
書
状
は
万
延
元
年
二
月
三
日
に
神
田
小
川
町
に
新
た
に
講

武
所
が
開
所
さ
れ
て
ほ
ど
な
い
、
二
月
一
七
日
付
け
の
書
状
と
推
定
さ
れ
、
秋

帆
六
三
歳
の
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章　

日
本
書
道
史
か
ら
見
た
高
島
秋
帆
の
位
置

　

こ
れ
ま
で
高
島
秋
帆
の
書
を
形
態
別
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
掛

幅
・
屏
風
・
扇
面
・
扁
額
・
帖
仕
立
て
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
巻
物

（
巻
子
本
）
の
も
の
も
あ
る
。
秋
帆
が
活
躍
し
た
江
戸
末
期
に
確
認
さ
れ
る
書

の
形
態
は
、
古
い
時
代
に
存
在
し
て
い
た
。

　

掛
幅
は
広
間
や
茶
室
の
床
の
間
に
飾
ら
れ
、
こ
れ
ま
た
鑑
賞
に
供
す
る
た
め

の
代
表
的
な
表
具
形
態
で
あ
る
。
屏
風
と
は
違
っ
た
、
大
小
様
々
な
規
格
が
あ

り
、
ま
た
表
具
の
裂
地
に
も
中
国
・
日
本
の
特
殊
な
も
の
が
用
い
ら
れ
た
。

　

正
倉
院
に
現
存
す
る
奈
良
時
代
の
「
鳥
毛
篆
書
屏
風
」
は
中
国
・
唐
の
宮
廷

文
化
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
平
安
時
代
に
重
視
さ
れ
た
悠
紀
主
基
屏

風
は
、
天
皇
が
即
位
後
に
最
初
に
行
う
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
・
陰
暦
一
一

月
の
卯
の
日
に
そ
の
年
の
新
穀
を
天
地
の
神
々
に
供
え
、
天
子
み
ず
か
ら
も
食

し
、
臣
下
に
も
賜
る
式
典
）
で
あ
る
大
嘗
会
（
だ
い
じ
ょ
う
え
）
に
供
せ
ら
れ

た
も
の
で
、
公
家
日
記
な
ど
の
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
屏
風
の
中
に
部
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分
的
に
施
さ
れ
る
色
紙
形
は
、
当
時
第
一
級
の
能
書
が
揮
毫
の
筆
を
と
っ
た
も

の
で
あ
り
、
藤
原
行
成
を
祖
と
す
る
世
尊
寺
家
第
六
代
目
の
伊
行
が
著
し
た

『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
は
歴
代
の
屏
風
色
紙
形
の
筆
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
屏
風
は
大
き
な
室
内
に
立
て
て
装
飾
的
役
割
を
果
た
す
だ
け

で
な
く
、
儀
式
的
な
し
つ
ら
い
に
も
用
い
ら
れ
た
。
時
代
と
と
も
に
、
建
築
様

式
の
推
移
に
し
た
が
っ
て
、
屏
風
の
内
容
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
桃
山
～
江

戸
時
代
に
は
、
漢
字
も
仮
名
も
大
字
の
書
が
屏
風
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
扇
面
は
風
を
扇
ぐ
た
め
の
携
帯
用
で
あ
る
が
、
そ
の
表
面
に
書
を
か

い
て
楽
し
む
こ
と
は
、
現
代
に
も
通
用
す
る
。
扁
額
は
宮
廷
や
寺
院
建
築
の
玄

関
に
相
当
す
る
門
に
掲
げ
た
り
、
家
屋
の
室
内
に
掲
げ
て
仰
ぎ
見
る
も
の
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
筆
者
の
精
神
性
や
書
の
風
格
が
見
る
者
に
訴
え
か
け
る
。

　

こ
こ
で
江
戸
時
代
の
書
道
史
を
概
観
し
た
い
。
ま
ず
、
仮
名
書
道
ま
た
は
和

様
漢
字
の
書
を
見
る
と
、
近
衛
信
尹
・
本
阿
弥
光
悦
・
松
花
堂
昭
乗
ら
「
寛
永

の
三
筆
」
が
上
げ
ら
れ
る
。
な
か
で
も
近
衛
信
尹
〈
一
五
六
五
─
一
六
一
四
〉

筆
「
桧
原
図
屏
風
」「
い
ろ
は
屏
風
」（
以
上
、
禅
林
寺
蔵
）
や
「
和
歌
屏
風
」

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
、
大
字
仮
名
の
屏
風
（
注
７
）
に
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。
一
七
世
紀
初
頭
に
隆
盛
し
た
和
様
書
道
は
ほ
か
に
烏
丸
光
広
や
伊
達

政
宗
ら
の
活
躍
も
忘
れ
が
た
い
。
そ
の
後
、
後
水
尾
天
皇
や
霊
元
天
皇
な
ど
宸

翰
、
近
衛
家
熙
な
ど
公
卿
の
書
、
加
藤
千
蔭
な
ど
国
学
者
の
書
、
千
姫
や
春
日

局
な
ど
女
筆
と
い
っ
た
部
分
的
に
優
れ
た
書
も
伝
存
す
る
が
、
次
第
に
御
家
流

な
ど
定
型
化
し
た
書
流
に
阻
ま
れ
、
や
や
衰
退
化
の
傾
向
を
見
せ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
漢
字
書
道
は
、
江
戸
初
期
に
大
徳
寺
の
禅
林
墨
蹟
な
ど
特

殊
な
書
風
も
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
注
目
さ
れ
た
中
国
明
末
の
僧
・
隠

元
隆
琦
〈
一
五
九
二
─
一
六
七
三
〉
ら
の
書
が
そ
れ
で
あ
る
。
隠
元
は
承
応
三

年
〈
一
六
五
四
〉
に
来
日
、
や
が
て
四
代
将
軍
・
徳
川
家
綱
に
謁
し
、
山
城
の

宇
治
に
万
福
寺
を
開
創
、
わ
が
国
黄
檗
宗
の
開
祖
と
な
っ
た
、
隠
元
・
木
庵
性

瑫
お
よ
び
即
非
如
一
と
と
も
に
「
黄
檗
の
三
筆
」
と
並
び
称
せ
ら
れ
、
三
者
三

様
の
力
強
く
剛
健
な
書
風
を
発
揮
し
た
。
こ
の
黄
檗
僧
は
、
こ
の
ほ
か
独
立
性

易
も
知
ら
れ
、
一
七
世
紀
後
半
に
一
群
の
能
筆
パ
ワ
ー
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
。

　

鎖
国
政
策
が
と
ら
れ
た
江
戸
時
代
に
は
、
長
崎
が
海
外
貿
易
の
玄
関
口
で
あ

り
、
多
く
の
日
本
人
も
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
た
の
で
あ
る
。
北
島
雪
山
〈
一

六
三
六
─
一
六
九
七
〉
も
そ
の
一
人
。
前
掲
、
独
立
に
書
を
学
び
、
愈
立
徳
に

文
徴
明
の
書
法
を
受
け
た
と
伝
え
る
。
わ
が
国
唐
様
の
祖
と
呼
ば
れ
る
雪
山
の

書
は
、
黄
檗
流
を
学
び
な
が
ら
も
、
時
流
を
超
え
た
独
自
性
の
強
い
書
風
を
展

開
し
た
（
図
２
）。
そ
の
書
法
は
細
井
広
沢
〈
一
六
五
八
─
一
七
三
五
〉（
図

３
）
に
受
け
継
が
れ
、
広
沢
が
唐
様
を
開
拓
し
た
功
績
は
書
道
史
上
大
き
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
広
沢
が
漢
字
書
道
を
推
進
し
た
一
例
と
し
て
、
屏
風
に
大
書

し
た
作
例
が
特
筆
さ
れ
、
現
存
遺
品
を
見
て
も
大
型
化
し
た
建
築
様
式
の
中
で

鑑
賞
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
彷
彿
と
し
て
浮
か
ぶ
。

　

唐
様
の
書
が
隆
盛
し
た
の
は
、
江
戸
幕
府
が
儒
教
を
文
教
政
策
の
一
環
と
し
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て
重
視
し
た
点
に
あ
る
。
四
書
五
経
や
『
唐
詩
選
』『
古
文
真
宝
』
と
い
っ
た

漢
詩
文
集
が
盛
ん
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
そ
う
し
た
文

学
を
愛
好
し
、
自
ら
漢
詩
文
を
作
り
、
そ
れ
を
中
国
風
の
唐
様
で
書
を
か
く
こ

と
は
こ
の
上
な
い
新
鮮
さ
を
と
も
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
書
は
鎌
倉
～
室

町
時
代
の
五
山
僧
ら
の
あ
い
だ
で
流
行
し
た
宋
の
蘇
東
坡
・
黄
庭
堅
・
米
芾
・

張
即
之
や
、
元
の
趙
孟
頫
ら
の
書
風
も
江
戸
の
漢
字
書
道
の
底
流
に
潜
ん
で
お

り
、
一
方
で
新
た
に
明
の
文
徴
明
・
祝
允
明
、
そ
し
て
董
其
昌
ら
の
影
響
も
顕

著
に
及
ん
で
い
る
。

　

広
沢
の
後
は
、
関
思
恭
や
三
井
親
和
ら
に
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
儒
者
と
し

て
名
高
い
荻
生
徂
徠
も
ユ
ニ
ー
ク
な
唐
様
を
樹
立
し
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、
唐
様
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
風
の
書
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ

は
各
時
代
に
中
国
の
影
響
を
う
け
つ
つ
開
拓
さ
れ
て
い
っ
た
書
で
あ
り
、
単
な

る
中
国
の
模
倣
で
は
な
く
、
日
本
な
ら
で
は
の
漢
字
書
道
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

よ
う
。
そ
れ
は
同
じ
漢
字
を
用
い
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
日
本
漢
文
で

理
解
し
、
日
本
語
を
基
調
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
唐
様
の
語
を
広
義
に
用
い

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
書
道
史
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
の
唐
様
が
、
和
様

に
対
抗
す
る
強
い
存
在
感
を
示
す
書
風
と
し
て
、「
唐
様
」
と
い
え
ば
、
江
戸

の
唐
様
を
指
す
の
が
今
日
で
は
一
般
的
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
高
島
秋
帆
の
書
を
眺
め
て
み
よ
う
。
江
戸
時
代
末
期
に
活
躍

し
た
秋
帆
は
、
そ
れ
ま
で
の
書
道
史
に
連
結
し
た
時
代
の
流
れ
を
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
長
崎
の
出
身
で
あ
り
、
同
地
に
お
い
て
青
少
年
期
を
過
ご
し
、

長
崎
町
年
寄
の
家
で
育
っ
た
秋
帆
は
、
お
そ
ら
く
幼
少
か
ら
漢
学
や
書
道
教
育

を
受
け
て
い
た
に
違
い
な
い
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
港
町
で
、
吸
収
力
旺
盛
な
年

代
に
、
中
国
人
が
得
意
然
と
し
て
嗜
む
書
の
世
界
に
関
心
を
向
け
な
い
は
ず
は

な
か
ろ
う
。

　

さ
い
わ
い
に
現
存
す
る
秋
帆
の
書
に
は
、
執
筆
年
代
の
明
ら
か
な
遺
品
が
多

い
。
前
掲
一
覧
の
中
で
も
っ
と
も
若
い
書
は
「
高
島
秋
帆
二
行
書  

松
月
院
蔵

（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
・
図
４
）
～
三
一
歳
・
№
２
」
で
あ
る
。
こ
の
二

行
書
は
渡
来
清
人
で
あ
る
施
南
金
の
影
響
下
に
あ
る
書
風
と
見
ら
れ
て
い
る

（
注
８
）。
筆
致
を
見
て
ゆ
く
と
、
行
書
体
の
文
字
は
紙
面
に
よ
く
食
い
込
み
、

墨
を
付
け
て
か
ら
墨
が
枯
れ
る
ま
で
筆
を
進
め
、
墨
の
潤
渇
の
変
化
が
見
て
と

れ
る
。
い
か
に
も
秋
帆
の
能
筆
の
程
が
感
得
で
き
る
。「
高
島
秋
帆
書
六
曲
屏

風　

坂
井
正
大
氏
蔵
（『
高
島
平
』
所
収
）
～
三
六
歳
・
№
19
」
は
闊
達
な
筆

致
で
リ
ズ
ム
感
に
富
み
、
文
字
の
大
小
や
連
綿
を
と
も
な
っ
た
書
風
は
筆
力
も

あ
り
、
五
年
前
に
書
か
れ
た
二
行
書
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
優
品
と
思
わ
れ
、

秋
帆
の
創
意
工
夫
が
窺
え
る
。
四
四
歳
の
筆
に
な
る
「
高
島
秋
帆
二
行
書
下
曽

根
金
三
郎
為
書　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
・

図
５
）
～
四
四
歳
・
№
３
）
は
、
徳
丸
原
で
演
練
を
行
い
、
下
曽
根
金
三
郎
に

砲
術
を
免
許
し
た
年
で
も
あ
り
、
秋
帆
の
充
実
し
た
筆
力
が
発
揮
さ
れ
た
書
で

あ
る
。
二
行
書
（
図
４
・
№
２
）
と
比
較
し
て
前
者
は
文
字
に
傾
き
が
認
め
ら



─ 112 ─

れ
る
が
、
こ
の
下
曽
根
へ
贈
ら
れ
た
書
は
、
文
字
が
立
ち
上
が
っ
て
垂
直
に
流

れ
、
渇
筆
に
も
力
が
こ
も
り
気
合
い
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
四
十
代
の
書

は
二
点
あ
り
、「
高
島
秋
帆
扁
額
〈
環
山
〉
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島

平
蘭
学
事
始
』
所
収
・
図
６
）
～
四
四
歳
・
№
27
」
お
よ
び
「
慧
燈
上
人
寄
せ

書
き
（
高
島
秋
帆
・
浅
五
郎
ら
長
崎
人
寄
せ
書
き
）
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵

（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
）
～
四
五
歳
・
№
15
」
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ

ら
は
施
南
金
の
書
法
を
踏
ま
え
て
い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。

　

秋
帆
の
三
〇
～
四
〇
代
の
書
は
、
渡
来
清
人
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
が
お
よ

そ
把
握
さ
れ
た
。
次
に
五
〇
代
の
書
と
し
て
明
ら
か
な
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。

こ
れ
は
弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉
七
月
に
中
追
放
の
判
決
が
下
り
、
武
州
岡
部

藩
に
預
け
ら
れ
て
か
ら
、
嘉
永
六
年
〈
一
八
五
三
〉
に
釈
放
さ
れ
る
ま
で
、
秋

帆
の
四
九
歳
か
ら
五
六
歳
ま
で
に
相
当
し
、
丁
度
こ
の
間
の
書
が
空
白
の
状
態

で
あ
る
。

　

六
〇
代
の
書
を
見
て
ゆ
く
と
、
そ
の
数
も
多
い
。
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
大

字
の
書
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
掛
幅
作
品
を
見
て
み
よ
う
。

　

掛
幅
は
そ
の
大
半
が
行
書
体
で
あ
る
。
六
〇
代
が
中
心
で
あ
る
が
、
そ
れ
も

前
半
よ
り
も
後
半
の
作
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
「
高
島
秋
帆
一
行

書
（
久
松
家
旧
蔵
）　

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収

～
六
六
歳
・
№
９
」
は
骨
格
の
あ
る
雄
勁
な
趣
が
在
り
、「
高
島
秋
帆
行
書
幅　

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
（『
皇
室
の
至
宝
12
御
物
・
書
跡
Ⅲ
』
毎
日
新
聞
社
・

図
７
）
～
六
六
歳
・
№
10
」
の
四
行
書
も
一
字
一
字
丁
寧
に
力
強
く
筆
を
運
ん

だ
風
格
あ
る
一
幅
で
あ
る
。
ま
た
、
秋
帆
が
好
ん
で
書
し
た
「
文
天
祥
正
気

歌
」
は
四
行
書
の
作
品
（
高
島
秋
帆
「
文
天
祥
正
気
歌
」（
節
録
）　

板
橋
区
立

郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島
平
』『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
・
№
11
）
と
、
細
字

の
作
品
「
高
島
秋
帆
〈
文
天
祥
正
気
歌
〉
同
前
所
収
・
図
８
）
～
六
七
歳
・
№

12
）
が
あ
る
が
、
前
者
は
書
き
な
れ
た
行
書
で
あ
り
、
後
者
は
緊
張
感
の
あ
る

楷
書
的
行
書
と
い
え
る
（
注
９
）。

　

さ
ら
に
、
六
九
歳
の
ほ
ぼ
絶
筆
と
も
考
え
ら
れ
る
楷
書
の
「
兵
学
訓
（『
古

文
書
時
代
鑑
』・『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
二
五
巻
所
収
）
～
六
九
歳
・
№
１
」
は

表
面
的
に
厳
し
さ
は
な
く
内
に
力
を
秘
め
た
、
穏
和
で
豊
か
な
書
風
で
あ
る
。

　

次
に
屏
風
作
品
を
通
覧
し
た
い
。「
高
島
秋
帆
筆
詩
書
六
曲
屏
風　

長
崎
県

立
美
術
博
物
館
蔵
（『
唐
様
の
書
』
所
収
）
～
六
一
歳
・
六
二
歳
・
№
20
」
お

よ
び
「
高
島
秋
帆
銀
六
曲
屏
風　

松
月
院
蔵
（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
・

図
９
）
～
六
三
歳
・
№
21
」
は
、
い
ず
れ
も
屏
風
の
大
作
で
、
前
者
は
一
双
の

各
隻
に
「
麟
鳳
亀
竜
雲
雨
」「
月
花
雪
琴
詩
酒
」
と
い
っ
た
文
字
を
大
書
し
そ

の
下
に
詩
句
を
付
し
た
書
式
を
取
る
。
後
者
は
詩
文
に
交
え
て
「
琴
詩
酒
」

「
雪
月
花
」
の
大
字
を
を
そ
れ
ぞ
れ
一
扇
お
き
に
配
置
す
る
と
い
う
、
大
き
な

屏
風
を
活
か
し
た
作
品
の
効
果
的
な
構
成
が
看
取
さ
れ
る
。
単
調
さ
を
排
除
し

た
こ
う
し
た
方
法
は
、
す
で
に
細
井
広
沢
が
試
み
て
お
り
、
京
都
国
立
博
物
館

蔵
「
七
言
聯
句
」（
六
曲
一
双
・『
唐
様
の
書
』
所
収
）
に
見
え
る
。
さ
ら
に
遡
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っ
て
、
江
戸
初
期
の
黄
檗
僧
ら
の
書
に
、
主
要
な
大
字
に
対
し
て
注
を
付
す
手

法
が
あ
り
、
秋
帆
は
そ
れ
ら
を
継
承
し
て
い
る
。
書
風
も
秋
帆
独
自
の
ね
ば
り

強
い
筆
致
と
字
形
が
窺
え
る
。
執
筆
年
齢
不
詳
の
「
高
島
秋
帆
二
曲
屏
風
〈
幽

雅
･
秋
声
〉
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
・
図
10
）

～
№
22
」
は
、
お
そ
ら
く
晩
年
の
筆
で
あ
ろ
う
。
秋
帆
の
自
由
な
心
境
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
た
堂
々
た
る
書
風
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
し
た
二
曲
屏
風
は
、
市
河

米
庵
・
巻
菱
湖
と
と
も
に
「
幕
末
の
三
筆
」
と
し
て
有
名
な
貫
名
菘
翁
〈
一
七

七
八
─
一
八
六
三
〉
の
二
曲
屏
風
「
克
己
復
礼
」（
菘
翁
美
術
館
蔵
・
図
11
）

が
あ
り
、
江
戸
末
期
に
流
行
し
た
様
子
が
わ
か
る
。                                       

　

こ
の
ほ
か
、
扇
面
・
扁
額
も
書
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
依
頼
に
応
え
た
作

品
で
あ
る
。
秋
帆
の
中
心
を
成
す
も
の
は
、
行
書
で
あ
り
、
な
か
で
も
屏
風
・

掛
幅
仕
立
て
の
作
品
に
見
ご
た
え
が
あ
る
。

　

一
方
、
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
書
状
（
図
１
）
に
つ
い
て
は
、
漢
字
と
仮
名

が
よ
く
馴
染
み
、
相
手
を
思
い
な
が
ら
、
語
り
か
け
る
よ
う
に
書
し
て
い
る
。

な
お
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
に
書
状
三
通
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
た

び
は
触
れ
な
い
。

　

最
後
に
、「
高
島
秋
帆
自
画
賛
砲
丸
形
茶
釜
図　

 

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵

（『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
所
収
・
図
12
）
～
六
八
歳
頃
・
№
16
」
を
紹
介
し
て
お

き
た
い
。
漢
字
の
草
書
と
仮
名
を
交
え
て
重
厚
で
豊
か
な
筆
致
を
示
す
画
賛
で

あ
る
。「
保
運
遍
武
の
釜
打
か
け
て
君
か
代
は
夢
の
絶
ま
に
に
し
（
主
）
お
と

そ
き
く
」
と
三
行
に
賛
を
加
え
る
。「
保
運
遍
武
」
は
「
ほ
う
ん
へ
む
」
と
で

も
判
読
で
き
よ
う
か
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
ボ
ン
ベ
ン
」
の
項

に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
（bom

m
en

）《
ホ
ン
ペ
ン
・
ボ
ン
ペ
ン
》
と
示
し
、「
爆
弾
」

の
意
に
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
漢
字
と
仮
名
を
交
え
た
書
は
秋
帆
が
漢
字
書

法
を
本
格
的
に
学
ん
だ
成
果
が
仮
名
書
法
に
も
連
鎖
し
て
及
び
、
書
風
形
成
が

な
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
書
道
史
に
お
け
る
江
戸
時
代
は
、
和
様
書
と
唐
様
書
の
二
大
潮
流
と
し

て
説
か
れ
て
い
る
。
漢
字
は
中
国
・
明
か
ら
渡
来
の
黄
檗
僧
ら
の
勢
力
が
強
く
、

そ
う
し
た
影
響
下
に
唐
様
が
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
脚
光
を
浴
び
た
。
そ
れ
ら

は
一
様
で
は
な
く
、
中
国
書
法
を
根
底
に
置
き
な
が
ら
も
、
個
性
的
な
書
を
展

開
す
る
儒
者
・
文
人
・
僧
侶
ら
が
様
々
な
書
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
系

列
上
に
高
島
秋
帆
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
た
び
取
り
上
げ
た
書
状
に
は
、
そ
の
時
代
背
景
が
垣

間
見
え
る
と
と
も
に
、
漢
字
と
仮
名
の
二
つ
の
書
法
が
融
合
し
て
表
現
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
秋
帆
の
書
家
・
文
人
と
し
て
の
有
り
様
を
再
認
識
で
き
た
と
言

え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
を
執
筆
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
大
東
文
化
大
学
が
所
在
す
る
、

「
高
島
平
」（
東
京
都
板
橋
区
高
島
平
）
の
地
名
が
、
長
崎
の
有
力
な
町
年
寄
で



─ 114 ─

高
島
流
砲
術
を
創
始
し
た
砲
術
家
・
高
島
秋
帆
に
由
来
す
る
こ
と
を
知
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

本
考
察
を
通
じ
て
、
秋
帆
が
日
本
の
近
代
国
家
に
寄
与
す
る
根
源
的
な
人
物

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
ペ
リ
ー
来
航
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
確
認
す
る
一
方
で
、

幕
末
維
新
の
建
国
に
向
け
て
発
揚
す
る
人
々
の
動
向
を
よ
り
鮮
明
に
受
け
止
め

る
機
会
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
秋
帆
に
と
っ
て
、
江
川
英
竜
（
太
郎
左
右

衛
門
・
担
庵
）
の
存
在
は
じ
め
、
世
界
を
自
覚
し
て
開
国
へ
向
け
て
尽
力
し
た

多
く
の
志
士
た
ち
の
ひ
た
む
き
な
精
神
が
、
秋
帆
の
書
を
通
じ
て
も
伝
わ
っ
て

く
る
も
の
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
書
な
る
も
の
が
、
各
時
代
の
政
治
や
文
化
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る

こ
と
も
、
改
め
て
自
覚
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
日
本
書
道
史
に
お
い
て
、
中
国

書
法
が
各
時
代
に
わ
た
っ
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、

江
戸
時
代
末
期
に
活
躍
し
た
一
人
と
し
て
、
砲
術
家
で
あ
っ
た
高
島
秋
帆
を
書

道
史
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
秋
帆
が
書
道
史
上
に
多
岐
に
わ
た
る
書
を
残
し
て
い
る
こ
と
は

驚
く
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
書
体
も
漢
字
を
中
心
に
仮
名
に
も
見
る
べ
き
も
の
を

残
し
て
い
る
。
漢
字
は
当
時
流
行
の
唐
様
が
時
代
の
先
端
を
行
く
潮
流
に
乗
っ

て
秋
帆
の
書
も
息
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
秋
帆
が
漢
字
中
心
に
書
に

精
力
を
注
い
だ
こ
と
は
遺
品
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
書
状
や
画
賛
の
遺
例
に
も

見
る
よ
う
に
、
仮
名
書
法
に
お
い
て
も
漢
字
の
中
に
融
け
入
る
よ
う
に
調
和
が

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
秋
帆
独
自
の
工
夫
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
書
風
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　
【
注
】

（
注
１
）
高
島
秋
帆
に
つ
い
て
は
、『
大
人
名
事
典
』（
平
凡
社
発
行
）、『
大
日
本
人

名
辞
書
』（
講
談
社
発
行
）、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
発
行
）、『
日
本
歴

史
人
物
事
典
』（
朝
日
新
聞
社
編
）、『
国
書
人
名
辞
典
』（
岩
波
書
店
発
行
）、

『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』（
日
本
歴
史
学
会
編
・
吉
川
弘
文
刊
発
行
）
な
ど
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
注
２
）
特
別
展
『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
カ
タ
ロ
グ
一
二
〇
頁
、
史
料
３
「
高
島
秋

帆
に
よ
る
徳
丸
原
演
練
〈
参
加
者
一
覧
〉」
に
は
参
加
者
名
、
操
練
役
務
、
帰

属
身
分
、
入
門
場
所
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
注
３
）
特
別
展
『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
カ
タ
ロ
グ
五
六
頁
、「
高
島
と
そ
の
門
弟
」

解
説
。

（
注
４
）「
高
島
秋
帆
の
書
画
」（
特
別
展
『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
カ
タ
ロ
グ
七
五

頁
）。

（
注
５
）
北
島
正
元
著
『
人
物
叢
書　

水
野
忠
邦
』

（
注
６
）
高
島
秋
帆
行
書
幅
（
№
10
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
に
捺
印
さ
れ
る
。

『
皇
室
の
至
宝
12　

御
物
・
書
跡
Ⅲ
』
二
一
六
頁
、
保
谷
徹
解
説
。

（
注
７
）
特
別
展
『
詩
歌
と
書
』（
東
京
国
立
博
物
館
）
カ
タ
ロ
グ
図
版
。
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（
注
８
）『
皇
室
の
至
宝
12　

御
物
・
書
跡
Ⅲ
』
94
「
行
書
幅
」
保
谷
徹
解
説
。
特

別
展
『
高
島
平
蘭
学
事
始
』
カ
タ
ロ
グ
七
五
頁
「
高
島
秋
帆
の
書
画
」
解
説
。

稿
者
は
、
施
南
金
の
自
筆
本
を
閲
覧
す
る
機
会
は
な
い
が
、
画
像
資
料
に
よ
り

確
認
し
て
い
る
。

（
注
９
）
萬
暦
二
十
三
年
〈
一
五
九
五
〉
正
月
二
十
一
日
の
奥
書
を
も
つ
「
萬
暦
二

十
三
年
封
豊
臣
秀
吉
為
日
本
国
王
誥
命
」（
大
阪
市
立
博
物
館
蔵
）
～
大
庭
脩

著
『
古
代
中
世
に
お
け
る
日
中
関
係
史
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
発
行
）
の
口

絵
写
真
図
版
参
照
。
秋
帆
の
細
字
「
文
天
祥
正
気
歌
」
は
こ
う
し
た
萬
暦
二
十

三
年
頃
の
書
風
に
酷
似
す
る
。

【
参
考
文
献
】

有
馬
成
甫
著
『
人
物
叢
書　

高
島
秋
帆
』（
日
本
歴
史
学
会
編　

吉
川
弘
文
館
発
行
）

北
島
正
元
著
『
人
物
叢
書　

水
野
忠
邦
』（
日
本
歴
史
学
会
編　

吉
川
弘
文
館
発
行
）

仲
田
正
之
著
『
人
物
叢
書　

江
川
担
庵
』（
日
本
歴
史
学
会
編　

吉
川
弘
文
館
発
行
）

戸
羽
山
瀚
編
著
『
江
川
坦
庵
全
集
』（
巌
南
堂
書
店
発
行
）

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
二
十
五
巻
（
講
談
社
発
行
）

大
庭
脩
著
『
古
代
中
世
に
お
け
る
日
中
関
係
史
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
発
行
）

『
皇
室
の
至
宝
12
御
物
・
書
跡
Ⅲ
』（
毎
日
新
聞
社
）

【
展
覧
会
図
録
】

『
詩
歌
と
書
』（
東
京
国
立
博
物
館
・
一
九
九
一
）

『
唐
様
の
書
』（
東
京
国
立
博
物
館
・
一
九
九
六
）

『
高
島
平　
そ
の
自
然
・
歴
史
・
人
』（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
・
一
九
九
八
）

『
貫
名
菘
翁
展　

阿
波
に
伝
わ
る
菘
翁
の
書
画
』（
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
・
二
〇

〇
八
）

『
高
島
平
蘭
学
事
始
』（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
・
二
〇
一
二
）

《
付
記
》

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
東
京
国
立
博
物
館
・
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
に
お
い
て

は
、
所
蔵
品
の
特
別
観
覧
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
ま
た
、
写
真
図
版
資
料
に
つ
い
て

は
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
・
東
京
国
立
博
物
館
・
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
・
宗
教

法
人
松
月
院
・
菘
翁
美
術
館
・
株
式
会
社
二
玄
社
に
提
供
い
た
だ
い
た
。

　

特
別
観
覧
で
は
、
恵
美
千
鶴
子
（
東
京
国
立
博
物
館
）、
小
西
雅
徳
（
元
板
橋
区

立
郷
土
資
料
館
長
）、
齋
藤
千
秋
（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
）
の
各
氏
に
お
世
話
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
資
料
収
集
に
お
い
て
、
宮
里
司
（
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
）、

隅
田
英
二
（
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
）
両
氏
に
協
力
い
た
だ
い
た
。

　

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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図
３　

細
井
広
沢
筆
「
文
語
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

紙
本
墨
書　

各
扇
本
紙
１
２
２
×
５
６
・
８
㎝

図
２　

北
島
雪
山
筆
「
梧
涼
」
二
大
字
（
個
人
蔵
）

紙
本
墨
書　

本
紙
３
５
・
４
×
６
３
・
２
㎝
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図
４　

高
島
秋
帆
筆
「
二
行
書
」（
松
月
院
蔵
）

絹
本
墨
書　

本
紙
６
９
･
５
×
２
８
･
５
㎝

図
６　

高
島
秋
帆
筆
「
環
山
」（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
）

紙
本
墨
書　

本
紙
２
８
・
５
×
６
５
・
０
㎝

図
５　

高
島
秋
帆
筆
「
二
行
書
」
下
曽
根
金
三
郎
為
書
（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
）

絹
本
墨
書　

本
紙
１
０
０
・
２
×
２
９
・
４
㎝
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図
７　

高
島
秋
帆
筆
「
行
書
幅
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）

紙
本
墨
書　

本
紙
１
３
５
・
７
×
５
６
・
９
㎝

図
８　

高
島
秋
帆
筆
「
文
天
祥
正
気
歌
」（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
蔵
）

絹
本
墨
書　

本
紙
８
５
・
０
×
３
５
・
５
㎝

図
９　

高
島
秋
帆
筆
「
銀
六
曲
屏
風
」（
松
月
院
蔵
）

紙
本
墨
書　
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